
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平平成成２２１１年年度度  飛飛騨騨・・美美濃濃じじままんん運運動動のの進進捗捗ににつついいてて 

岐阜県観光交流推進局 



 

目 次 

P  

第１章 岐阜県の観光の現状と課題  

  

１ 本県の観光の現状 

～平成２１年岐阜県観光レクリエーション動態調査結果～ 
１ 

２ 飛騨・美濃じまん運動実施計画に掲げる目標の進捗状況と今後の課題 6 

 

 
 

第２章 「観光王国飛騨・美濃」に向けて実施した主な取組（６つのプロジェクト別） 

  

１ 岐阜の宝もの認定プロジェクト 11 

２ 飛騨・美濃じまん観光誘客プロジェクト 14 

３ 飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト 19 

４ 県産品ブランド力向上プロジェクト 23 

５ まちづくり支援・移住定住推進プロジェクト 33 

６ 「ふるさとの誇り」づくりプロジェクト 39 

 

 
 

参考資料  

  

・ 平成２１年度の飛騨・美濃じまん運動の推進に向けた検討状況 42 

・ みんなでつくろう観光王国飛馬單・美濃条例 44 

  

  

  

  

  

 

    



- 1 - 

   岐阜県の観光の現状と課題 

 

１ 本県の観光の現状 ～平成２１年岐阜県観光レクリエーション動態調査結果～ 

 

（１）観光入り込み客数   
 

平成２１年の観光入り込み客数は、前年と比較して、宿泊客数が減少（前年比▲

3.3％）、日帰り客数は増加（前年比＋0.1％）となり、全体では前年比▲0.2％の５,

４１９万人と、ほぼ横ばいとなった。［図１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折からの世界的金融危機に端を発した景気の低迷

に加え、平成２１年４月２４日にメキシコで発生し世

界中に感染拡大した「新型インフルエンザの流行」に

より宿泊客が減少した一方で、こうした影響がある中、

飛騨・美濃じまん観光キャンペーンなど各種誘客事業

の実施や、東海北陸自動車道の全通、高速道路料金の

休日上限千円などにより日帰り客が増加したが、宿泊

客の減少をカバーすることはできず、全体として前年

からほぼ横ばいとなった。 

１ 

 

出展）「平成２１年岐阜県観光レクリエーション動態調査」 

※）推計実人数：同じ観光客が県内の複数の観光地点を訪れたり、２泊以上宿泊したとしても、実

際の観光客数は一人であることから、延べ観光客数からパラメータを用いて実人数を推計する。 

［表１］観光地点別入り込み客数順位（ベスト１０） 

順 

位 
観光地点名 

観光客数 

（万人） 

前年 

順位 

1 土岐プレミアム・アウトレット 4,39.0 (1)- 

2 河川環境楽園(アクアトト含む） 414.2 (2)- 

3 高山地域 263.3 (3)- 

4 千代保稲荷神社 208.6 (4)- 

5 千本松原・国営木曽三川公園 194.1 (6)↗ 

6 世界イベント村ぎふ 167.4 (5)↘ 

7 白川郷合掌造り集落 158.6 (7)- 

8 伊奈波神社 131.3 (8)- 

9 下呂温泉 124.4 (9)- 

10 谷汲山華厳寺 103.7 (10)- 

出展）「平成２１年岐阜県観光レクリエーション動態調査」 
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集客数の県内トップは、前年に引き続き土岐プレミアム・アウトレットの４３９

万人となった。［表１］ 

 

（２）観光客の内訳  

 

①日帰り・宿泊別観光客数 

平成２１年の観光客数は５,４１９万人であ

ったが、これを日帰り・宿泊別にみると、日帰

り客は５,０１６万６千人、宿泊客は４０２万

４千人と日帰り客が全体の 92.6％を占めてお

り、昨年よりも日帰り客の割合が 0.3 ポイント

増加した。［図２］ 

圏域別に見ると、西濃圏域が日帰り客の割合が最も多く（構成比 98.4％）、岐阜・中

濃・東濃についても日帰り客が９割以上を占める。 

一方で飛騨圏域は、日帰り客 70.8％、宿泊客 29.2％と他圏域に比べ宿泊客の割合が

高く、県全体の宿泊客４０２万４千人のうち２１０万２千人と全体の 52.2％を占めた。 

    

②居住地別観光客数 

居住地別に見ると、県全体では県内客は３,

０４２万６千人（構成比56.1％）、県外客は

２,３７６万４千人（構成比43.9％）と、県内

客が多くを占めたが、飛騨圏域では県外客の

割合が67.5％と高い。 

県全体では、県外客のうち70.3％が東海地

方からの観光客であり、以下近畿地方、関東地方と続いている。 

また、東海地方からの観光客の割合が特に高いのは、西濃圏域及び東濃圏域である。

［図３］ 

    

③男女別・年齢別観光客数 

男女別で見ると、男性が２，５１９万１千

人（構成比46.5％）、女性は２，８９９万９

千人（構成比53.5％）と女性が上回り、前年

と構成比は変わらなかった。 

年齢別では、６０歳以上が34.4％と最も多

く、以下３０歳代、５０歳代と続いている。

［図４］ 

  
 

［図４］ 

 

[図２] 

 

［図３］ 
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④利用交通機関別観光客数 

利用交通機関別に見ると、前年に引き続き

自家用車が最も多く全体の77.8％を占め前

年より増加する一方、鉄道などの公共交通機

関は軒並み減少した。これは高速道路料金の

休日上限千円効果と考えられる。［図５］ 

 

⑤観光地分類別観光客数 

観光地分類別に見ると、「買物」

と「文化・歴史」で全体の41.8％

を占め、以下「スポーツ・レクリ

エーション」、「イベント」、「温

泉」、「自然」、「産業観光」、

「行・祭事」と続く。 

圏域別で見ると、岐阜圏域は

「スポーツ・レクリエーション」

や「イベント」、西濃圏域は「文

化・歴史」や「自然」、中濃圏域

は「買物」や「スポーツ・レクリエーション」、東濃圏域は「買物」、飛騨圏域は「文

化・歴史」や「温泉」が多い。［図６］ 

 

（３）各圏域の動向  

 

①岐阜圏域 

・観光客数は１,２４４万２千人で、前年と比べて３２万３千人の減少（対前年比▲

2.5％）となった。このうち、日帰り客数は１,１７０万６千人となり、前年に比

べ３４万５千人減少（対前年比▲2.9％）する一方、宿泊客数は７３万６千人と２

万２千人増加（対前年比＋3.0％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、岐阜県世界淡水魚園水族館

（アクア・トトぎふ）が開館５周年を契機に各種イベントを開催したことにより

増加したほか、見頃の時期に天候に恵まれた淡墨桜や、岐阜公園、ファミリーパ

ーク等でも増加した一方、夏場の天候不順、不況等の影響で長良川花火大会等の

主要観光地点において減少した結果、圏域全体としても減少したものと考えられ

る。 

 

②西濃圏域 

・観光客数は１,２０７万７千人で、前年と比べて４２万８千人の増加（対前年比＋

［図５］ 

 

［図６］ 
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3.7％）となった。このうち、日帰り客数は１,１８７万７千人となり、前年に比

べ４６万４千人増加（対前年比＋4.1％）する一方、宿泊客数は１９万９千人と３

万６千人減少（対前年比▲15.4％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、５０年ぶりに御開帳が開催

された谷汲山華厳寺や、好天に恵まれた海津市のチューリップ祭等で増加したう

え、周遊日帰りツアーが好評な徳山ダムが新たに観光地点に加わったことで、圏

域全体では増加したものと考えられる。 

 

③中濃圏域 

・観光客数は１,０３５万４千人で、前年と比べて１５万４千人の増加（対前年比

+1.5％）となった。このうち、日帰り客数は９８５万８千人となり、前年に比べ

２０万７千人増加（対前年比＋2.1％）する一方、宿泊客数は４９万６千人と５万

２千人減少(対前年比▲9.6％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、7 年に１度の御開帳が開催

された関善光寺、平成20 年にオープンして以来好調である湯の華アイランド、道

の駅「美濃にわか茶屋」、中山道太田宿等で増加し、圏域全体では増加したもの

と考えられる。 

 

④東濃圏域 

・観光客数は１,２１２万人で、前年と比べて１５万５千人の増加（対前年比＋1.3％）

となった。このうち、日帰り客数は１,１６２万９千人と、前年に比べ９万６千人

増加（対前年比＋0.8％）し、宿泊客数も４９万１千人と５万９千人増加（対前年

比＋13.6％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、前年に引き続き集客数県内

トップとなった土岐プレミアム・アウトレットが増加したほか、５０周年記念と

して盛大に開催された美濃源氏七夕まつり、道の駅「おばあちゃん市・山岡」等

で増加し、圏域全体で増加したものと考えられる。 

 

⑤飛騨圏域 

・観光客数は７１９万７千人で、前年と比べて５１万６千人の減少（対前年比▲

6.7％）となった。このうち、日帰り客数は５０９万６千人と、前年に比べ３８万

７千人減少（対前年比▲7.1％）し、宿泊客数も２１０万２千人と１２万９千人減

少（対前年比▲5.8％）となった。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、道の駅「南飛騨小坂はなも

も」等で増加したものの、天気に恵まれなかった高山祭や、前年から続く世界的

不況や円高、新型インフルエンザの流行や夏場の長雨等の影響により、主要な観

光地点で軒並み減少した結果、圏域全体で減少したものと考えられる。 
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［表２］ ＜観光客実人数（推計）＞                  （単位：万人、％） 

 日帰り客数 宿泊客数 観光客数（合計） 対前年比 

岐阜圏域 １，１７０．６ ７３．６ １，２４４．２ ▲２．５ 

西濃圏域 １，１８７．７ １９．９ １，２０７．７ ＋３．７ 

中濃圏域 ９８５．８ ４９．６ １，０３５．４ ＋１．５ 

東濃圏域 １，１６２．９ ４９．１ １，２１２．０ ＋１．３ 

飛騨圏域 ５０９．６ ２１０．２ ７１９．７ ▲６．７ 

合  計 ５，０１６．６ ４０２．４ ５，４１９．０ ▲０．２ 

※千人未満を四捨五入しているため、内訳の計は合計と一致しないことがある。 

 

（４）外国人延べ宿泊客数の動向  

外国人の延べ宿泊客数は２２万８千人で、前年と比べて４万人の減少(対前年比▲

14.9％) となり、過去最高を記録した前年には及ばなかったが、過去２番目の高水準と

なった。前年より減少した原因としては、新型インフルエンザの流行により、日本を

含むアジア地域への渡航を敬遠する動きがあったことが考えられる。 

最も減少が大きい圏域は、飛騨圏域で２万３千人減少（前年比▲12.0％）したほか、

他の圏域も軒並み減少した。 
 

［表３］ ＜外国人延べ宿泊客数の年別推移＞                （単位：人） 

 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 

岐阜圏域 48,419 35,340 40,047 41,444 34,615 

西濃圏域 28,575 23,194 22,177 23,469 17,685 

中濃圏域 8,750 4,974 5,309 9,775 6,123 

東濃圏域 5,697 1,736 2,183 4,599 3,544 

飛騨圏域 103,646 122,453 151,257 188,647 165,969 

県    計 195,087 187,697 220,973 267,934 227,936 

※１人の宿泊客が圏域内または県内の２箇所で宿泊する場合、圏域内または県内で２連泊する場合、宿泊客はそれぞれ２人

と数える 

     

（５）観光消費額  

平成２１年の観光消費額の総額は２，８２２億９９百万円（対前年比▲1.4％）で、

うち日帰り客分は１，８９５億５６百万円（対前年比▲0.3％）、宿泊客分は９２７

億４３百万円（対前年比▲3.5％）であった。 

また、１人当たりの平均消費額は、日帰り客は３,７７９円（対前年比▲0.4％）、

宿泊客は２３,０５０円（対前年比▲0.2％）であった。 

宿泊客数が減少し、さらに宿泊客一人当たりの平均消費額も減少したことが、全

体の観光消費額の減少につながったと考えられる。 

 

（６）経済波及効果（推計） 

平成２１年の生産誘発額は４，０４０億８百万円、就業誘発効果は４２,２７６人

となった。 
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２ 飛騨・美濃じまん運動実施計画に掲げる目標の達成状況と今後の課題 
   

「飛騨・美濃じまん運動実施計画」（平成２０年３月策定）においては、「観光王国飛

騨・美濃の実現」を目指すため、次の５つの目標を設定している。 

 

  「観光王国飛騨・美濃の実現」を目指すための５つの目標（飛騨・美濃じまん運動実施計画） 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「観光客数」、「宿泊数」、「観光消費額」、「外国人宿泊数」については、毎年実施している岐阜県観光レクリエーション動態

調査の数値。「観光に行ってみたい県」順位は平成１７年度に実施した「岐阜県地域ブランド調査」の結果。 

 

 

 （１）目標の達成状況 

① 観光客数  ～目標水準に近いものの予断を許さない～ 

平成２４年までに、観光客数を  

６,０００万人（岐阜県観光レクリエ

ーション動態調査ベース。以下、特

に記述の無い限り同じ。）にするとい

う目標を達成するためには、毎年、

前年比３.０％の増加が必要となる。 

その場合の、平成２１年の目標観

光客数は５,５０４万人となるが、平

成２１年の実績は５,４１９万人で

あり、目標水準を下回っている。 

前年比で見ると０．２％減とほぼ

横ばいだが、現在の観光客数の水準から目標を達成していくためには、平成２２年

以降、毎年３．５％増加が必要となり、一層の各種誘客事業の実施が必要である。 

     

毎年 3.0％増が必要 

５,037 万人(H18)      6,000 万人(H24) 

  433 万人(H18)       520 万人(H24) 

2,810 億円(H18)      3,400 億円(H24)  

  18.8万人(H18)       26.0万人(H24) 

     ３４位(H17)     ２０位以内(H24) 観光に行ってみたい県 

外国人宿泊数（延べ人数） 

観光消費額 

宿泊数（実人数推計） 

観光客数（実人数推計） 

（万人）        観光客数の目標と現状 

→ 
20％増 

→ 
20％増 

→ 
20％増 

→ 
40％増 

→ 
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  ② 宿泊客数  ～減少傾向が続いており目標達成に向けて厳しい状況～ 

平成２４年までに、宿泊客数を５２０万人（年平均３．０％増）にするという目

標を設定しているが、本県の宿泊客数は、平成１７年以降連続して減少しており、

平成２１年も前年比３．３％減の４０２万人となった。 

現在の宿泊数の水準から、目標を

達成していくためには、平成２１年

以降、毎年９％増加が必要であり、

大変困難な状況にある。 

なお、国が平成１９年から実施し

ている宿泊旅行統計調査（※）にお

いて、平成２１年の国全体の延べ宿

泊者数は２．７％減少となっており、

景気低迷、新型インフルエンザ、天

候不順、豪雨災害等により全国的に

宿泊客数が伸び悩む年だったと言え

る。 

   （※）従業者数１０名以上のホテル、旅館等を対象としており、本県の観光レクリエーション動態調査の数値とは一致しない。 

     

③ 観光消費額  ～宿泊客の消費額が減少し、全体でもやや減少～ 

平成２４年までに観光消費額を   

３，４００億円にするという目標に対し、

平成２１年は前年比１．４％減の２，８

２３億円と、平成１８年と同水準にまで

落ち込んだ。 

目標を達成するためには、今後、毎年

前年比６．４％増を達成することが必要

となり大変厳しい状況にあるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（万人）        宿泊数の目標と現状 

（億円）       観光消費額の目標と現状 
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   過去３年間の観光消費額を日帰り・宿泊別で見ると、日帰り客の消費額が、平成１

８年の１，７００億円に対し、平成２１年は１，８９６億円と順調に伸びているのに

対し、宿泊客の消費額は平成１８年が１，１１０億円に対し平成２１年は９２７億円

と大幅に減少している。 

（２）で示したように、宿泊客その

ものが減少していることが、消費額の

減少要因となっているが、加えて、宿

泊客一人当たりの消費額が平成１８年

の２５,６４２円から平成２１年には

２３,０５０円と、１１．２％減少して

いることも、全体の消費額減少の要因

となっている。 

 

 

 

 

④ 外国人宿泊数 ～目標を上回る水準で推移するも、秋以降減少傾向にある～ 

   平成２４年までに、外国人宿泊数（延

べ）を２６万人にするという目標に対

し、平成２０年の段階で既に目標を達

成したものの、平成２１年の実績は、

２２万８千人で前年比１４．９％と減

少した。 

   国全体においても同様の傾向であり、

日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外

国人旅行者数（推計値）も前年比１８．

７％減と減少しており、世界的な景気

低迷と新型インフルエンザの流行、円

高などが影響したと考えられる。 

    

（億円）    観光消費額の推移（宿泊・日帰り別） 

（千人）    外国人宿泊数の目標と現状 
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⑤ 観光に行ってみたい県 

   「観光に行ってみたい県」順位を、３４位から２０位以内を目指すこととしている

が、(株)ブランド総合研究所が実施している「地域ブランド調査２０１０」（※）によ

れば、本県の「観光意欲度都道府県ランキング」は３２位となっている。 

   同調査では、「観光意欲度」の他にも、「魅力度」「認知度」「情報接触度」「産品購入

意欲度」といった、観光意欲度向上に関連する項目について調査を行っているが、本

県の順位はいずれも３０～４０位前後であり、「観光意欲度」を向上させていくために

は、「魅力」そのものを磨き上げることと合わせて、「魅力」をいかに認知してもらう

かが重要なポイントとなる。 

   また、国の宿泊旅行統計調査において宿泊者数が上位にランクされている都道府県

の多くは、「地域ブランド調査２０１０」のこれら５項目においても上位にランクイン

されている（※※）ことから、宿泊者増加対策の観点からも、本県の魅力をいかに発

信し、認知してもらうか、戦略的な取組が必要と考えられる。 

   

※「観光に行ってみたい県」順位は、平成１７年度に本県が「岐阜県ブランド戦略」を策定するための基礎資料として、(株)ブラン

ド総合研究所に委託して実施した「岐阜県地域ブランド調査」の結果によるものであるが、「岐阜県地域ブランド調査」について

は、それ以降実施していないため、同社が実施している「地域ブランド調査」にいおける「観光意欲度都道府県ランキング」を参

考指標とする。 

 

  ※※宿泊者統計上位１５位までの都道府県中 

    地域ブランド調査の５項目（「観光意欲度」「魅力度」「認知度」「情報接触度」「産品購入意欲度」）で 

     ・５項目すべてが１５位までにランクインした都道府県数：６ 

     ・４項目が１５位までにランクインした都道府県数：３ 

     ・３項目が１５位までにランクインした都道府県数：２ 

     ・２項目が１５位までにランクインした都道府県数：２ 

     ・１項目が１５位までにランクインした都道府県数：１ 
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「地域ブランド調査２０１０」各項目順位と、宿泊旅行統計調査における宿泊数順位の比較 
 

  

宿泊旅行統計調査 

（観光庁） 

地域ブランド調査２０１０ ＜観光関連５項目＞ 

（株式会社ブランド総合研究所） 

宿泊者数 魅力度 認知度 観光意欲度 情報接触度 産品購入意欲度 

1 東京都 34,527 

  

北海道 

  

東京都 

  

北海道 

  

東京都 

  

北海道 

2 北海道 24,565 京都府 北海道 京都府 北海道 京都府 

3 大阪府 15,707 沖縄県 大阪府 沖縄県 大阪府 沖縄県 

4 千葉県 15,522 東京都 京都府 奈良県 宮崎県 静岡県 

5 静岡県 13,394 奈良県 神奈川県 東京都 沖縄県 宮城県 

6 沖縄県 11,506 神奈川県 奈良県 長崎県 京都府 山形県 

7 神奈川県 11,381 大阪府 愛知県 大阪府 奈良県 宮崎県 

8 長野県 9,858 兵庫県 千葉県 神奈川県 神奈川県 大阪府 

9 愛知県 9,397 長崎県 兵庫県 福岡県 千葉県 山梨県 

10 福岡県 8,860 長野県 静岡県 長野県 愛知県 長崎県 

11 京都府 8,537 静岡県 沖縄県 宮崎県 兵庫県 新潟県 

12 兵庫県 8,283 福岡県 福岡県 青森県 静岡県 広島県 

13 新潟県 7,277 宮城県 長野県 静岡県 福岡県 福岡県 

14 福島県 7,124 千葉県 広島県 鹿児島県 長崎県 青森県 

15 宮城県 6,606 青森県 埼玉県 兵庫県 鹿児島県 秋田県 

29 岐阜県 3,600 39 岐阜県 32 岐阜県 32 岐阜県 39 岐阜県 42 岐阜県 

算

出

手

法

等 

従業員数１０人以上の

ホテル、旅館等１０，０

３０施設を対象に調査

を実施。延べ人数集計 

有効回収数 34,257 人（２０代～６０代消費者を対象）に対するインターネット調査 

問：「どの程度魅力

を感じますか」？ 

算出式：１００点×

「とても魅力的」回

答者割合＋５０点

×「やや魅力的」回

答者割合 

問：「どの程度ご存

じですか」 

算出式：１００点×

「よく知っている」

回答者割合＋７５

点×「知っている」

回答者割合＋５０

点×「少しだけ知っ

ている」回答者＋２

５点×「名前だけ知

っている」回答者割

合 

問：「今後、観光や

旅行に行きたいと

思いますか」 

算出式：１００点×

「ぜひ行ってみた

い」回答者割合＋５

０点×「機会があっ

たら行ってみたい」

回答者割合 

問：「過去１年間

に、情報、話題な

どを見たり聞い

たりしたことが

ありますか」 

算出式：１００点

×「何度も見聞き

した」回答者割合

＋５０点×「見聞

きしたことがあ

る」回答者割合 

問：「それぞれの

地域で、あなたが

購入したいもの

があれば、具体的

な産品名をお書

き下さい」（食品、

食品以外の産品

各３品まで） 

算出式：（食品＋

食品以外産品記

入数）／サンプル

数×１００ 

 

（２）目標の達成に向けた今後の課題 

  目標の達成状況をみると、観光客数は目標水準に近づいているものの、宿泊客数は減

少傾向にあり、それに伴い観光消費額も伸び悩んでいることから、いかに宿泊客を増加

させるかが課題である。 

宿泊客増加対策として、まずは岐阜県に泊まってみたいと思われる動機付けの強化の

ため、県の魅力を効果的に発信しイメージアップに繋げることが必要である。また、県

内での滞在時間がより長くなるよう、点在する観光地を結びつけ地域一帯での魅力の向

上、滞在して体験したいと思われる仕組みの創設も必要である。 
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   「観光王国飛騨・美濃」に向けて実施した主な取組 
  

1 岐阜の宝もの認定プロジェクト 

 

■岐阜の宝もの認定事業の展開 

飛騨・美濃じまん運動を具体的に推進するため、県民一人ひとりが考えるふるさとのじ

まんを、全国に通用する観光資源として磨きをかけ、「岐阜の宝もの」として情報発信する

岐阜の宝もの認定事業に取り組んでいる。 

平成１９年度には、１，２４０件を超える応募のあった「ふるさとのじまん」の中から

今後の観光振興につながる２７件を「じまんの原石」として選定した。 

平成２０年８月には、「じまんの原石」の中から現地調査や県民の皆さんからの意見を反

映させ、「小坂の滝めぐり（下呂市小坂町）」を「岐阜の宝もの」第１号に認定したほか、

他の観光資源との組み合わせや物語性を付加する取り組みが行われれば、「岐阜の宝もの」

になる可能性があるものを、「明日の宝もの」として４件認定し、「飛騨・美濃じまんミー

ティング」で発表した。 

平成２１年には、新たに応募のあった５７１件の「ふるさとのじまん」から１７件の「じ

まんの原石」を選定するとともに、これまでに選定した「じまんの原石」から「岐阜の宝

もの」として２件、「明日の宝もの」として２件を認定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
（６つのプロジェクト別） 
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○平成２１年度「岐阜の宝もの（じまんの原石）」認定の流れ 

①県民から５７１件の「ふるさとのじまん」を募集（２１年１～２月） 

②飛騨・美濃じまん地域会議で「じまんの原石」候補として９９件を推進（３月） 

③「岐阜の宝もの」認定委員会認定専門委員の書類審査と合議によりプレゼン審査対象

３９件を選定（４～７月） 

④認定専門委員によるプレゼンテーション審査（８月６日） 

⑤「岐阜の宝もの」認定委員会において「じまんの原石」１７件を決定（８月１１日） 

⑥第２回飛騨・美濃じまんミーティングにおいて「じまんの原石」１７件を発表（８月

２２日） 

⑦認定専門委員による「じまんの原石」現地調査（１０～１１月） 

⑧認定専門委員の合議により「岐阜の宝もの」「明日の宝もの」認定案を作成（１２月） 

⑨各圏域の飛騨・美濃じまん地域会議代表者との意見交換（２２年１月２９日） 

⑩「岐阜の宝もの」認定委員会において「岐阜の宝もの」「明日の宝もの」各２件を決定

（２月１日） 

⑪第３回飛騨･美濃じまんミーティングで「岐阜の宝もの」「明日の宝もの」を決定 

 

【参考：じまんの原石】 

〔平成２０年３月認定：２７件〕 

川原町界隈（岐阜市）、美濃竹鼻まつり・ふじまつり（羽島市）、各務原キムチで都市

おこし（各務原市）、伊自良連柿・富有柿・おふくろ柿（山県市、瑞穂市、本巣市）、

木曽川凧揚げ大会と木曽川エリア（笠松町、岐南町）、べーめん（海津市）、谷汲門前

町（揖斐川町）、中山道赤坂宿・木枡（大垣市）、「おちょぼさん」門前町（海津市）、

徳山ダム（揖斐川町）、薬草（揖斐川町）、郡上鮎（郡上市）、食品サンプル（郡上市）、

神と仏の里いとしろ（郡上市）、八百津のおやつ（八百津町）、四季彩街道（白川町）、

美濃焼と日本酒の融合「美濃陶酔」（多治見市）、土岐市の窯元めぐり（土岐市）、中

津川の栗きんとん（中津川市）、岩村城址と岩村城下町・温故知新 大正１００年の誘

い（恵那市）、馬籠宿・中山道（中津川市、恵那市、瑞浪市）、ふるさと体験飛騨高山

（高山市）、棚田と板倉の風景と山里文化（飛騨市）、三湿原回廊（飛騨市）、ケイチ

ャン（下呂市）、小坂の滝めぐり（下呂市）、龍の瞳（下呂市） 

〔平成２１年８月認定：１７件〕 

養老鉄道（大垣市、海津市、養老町、神戸町、揖斐川町、池田町）、フィールドミュ

ージアムで魅力あるまちへ（関市）、笠原のタイル（多治見市）、美濃焼窯場めぐり（多

治見市、土岐市）、羽島市歴史民俗資料館・羽島市映画資料館（羽島市）、中山道４宿

（岐阜市、各務原市、瑞穂市）、中山道と太田宿、御嶽宿、伏見宿（美濃加茂市、御

嵩町、可児市、坂祝町）、東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋（瑞穂市、恵那市、中津川

市）、東山寺町と文化財めぐり（高山市）、乗鞍山麓五色ヶ原の森（高山市）、天生県
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立自然公園（飛騨市）、まちの名物つるむらさきうどん（関市）、山岡細寒天及び恵那

山麓寒天豚（恵那市）、大垣の湧水・地下水（大垣市）、住吉燈台・船町港・赤坂港（大

垣市）、水まんじゅう（大垣市）、水屋群などの風景と輪中文化（大垣市） 

 

■飛騨・美濃観光大使を活用した情報発信 

平成２２年２月１３日に「第３回飛騨・美濃じまんミーティング～岐阜の宝もの認定式

～」を開催し、飛騨・美濃観光大使の熊田曜子さんを招き、「飛騨・美濃」の魅力を全国に

向けて発信。認定式では、熊田さんから「生まれも育ちも岐阜なので、小さい頃から長良

川ではよく遊んでいた。特に長良川の花火大会は大好きで、今でも毎年見に行っている」

など、岐阜の思い出やじまんを語っていただいた。 

また、平成２１年１１月２１日に御嵩町で開催された中山道ウォーキングイベントに飛

騨・美濃観光大使の勅使川原郁恵さんを招き、参加者約６００名と御嶽宿周辺約６㎞をウ

ォーキング、メイン会場では、県内産の食材を用いて、勅使川原さんが考案したレシピに

よる「大使オリジナル弁当」を発売するなど、岐阜の魅力を広くＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中山道統一デザイン案内標識設置の促進、ＰＲ 

「明日の宝もの」に認定された、「中山道」をＰＲし、わかりやすく案内するため、市町

と連携しながら、中山道統一デザイン案内標識の設置を推進するとともに、「中山道クリー

ンウォーキング」の主催やガイドマップの作成等ＰＲ事業を展開した。 

・統一デザイン案内標識を県では６０基、市町では１０基を設置 

・中山道案内ステッカーを作成し、案内標識の設置が物理的に不可能な箇所のガードレ

ールや照明灯等の道路施設に貼付 

・御嵩町が主催する「御嵩宿往来（みたけじゅくうぉーく）」と連携をして、「御嵩宿往

来」に参加される方にゴミ袋を配布し、ゴミ拾いに協力していただく、「中山道クリー

ンウォーキング」を主催（１１月２１日） 

・岐阜県十七宿散策ガイドを１０，０００部作成 
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２ 飛騨・美濃じまん観光誘客プロジェクト 
 

■飛騨・美濃じまん観光キャンペーンの展開 

○食と水 重点キャンペーンの展開（７～１２月） 

・キャンペーンガイドブック「ぎふ歩録 season１夏」（７～９月）、「ぎふ歩録 season２

秋」（１０～２月）を計１４万部作成し、キャラバン、道の駅、旅行店などで配布 

・全国 PRキャラバンの実施 

重点キャンペーン期間中に、東京、大阪、名古屋等で計２９回実施 

・大手インターネット旅行サイトでタイアップ特集ページを展開 

１０／３０～１２／３０：楽天トラベルで「食と水」をテーマとした特集ページ展開 

・大手旅行雑誌にタイアップ特集ページを展開 

２／１発売「東海じゃらん」３月号で「岐阜県別冊綴じ込み企画特集」を掲載 

・ぎふの味・伝承名人による秋のキャンペーンオリジナルメニューの創作 

・大手グルメサイトで岐阜の「食」の特集を展開 

１２／４～３１：ぐるなびで「ぎふの味・伝承名人による秋のキャンペーンオリジナ

ルメニューの特集ページを展開 

・旅館おすすめの店、女将おすすめの店、ぎふの味・伝承名人が所属する店など、プロ

が勧める「食」を専用ＨＰにより情報発信 

・旅行商品造成支援、宿泊者プレゼントなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぎふ歩録 season１夏」         「season２秋」 
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○近隣県等との連携による広域観光の推進 

＜富山県＞ 

・東海北陸自動車道全通１周年記念イベントの実施 

・ぎふ富山交流バスツアーの実施（相互に主催するツアーを２コースずつ実施） 

・道の駅スタンプラリーの実施、共同観光キャンペーンの展開 

＜石川県、福井県＞ 

・旅行雑誌社とタイアップして３県をまたがる白山地域を中心とした

ガイドブック「まっぷるマガジン白山（３／３０発売）」の作成 

・３県をまたがる白山地域を中心とした広域観光マップの作成 

＜愛知県＞ 

  ・武将観光を推進する旅行商品造成の促進 

「信長の軌跡を巡るツアー」（名鉄観光主催）、９月中に４日間企画し２０９人参加 

＜滋賀県＞ 

  ・伊吹山を中心とした広域観光マップの作成・配布 

 

○民間と連携したドライブ旅行の推進 

  本県の交流人口の９割が、「車」での来訪者であることを踏まえて、トヨタ自動車(株)、

ＪＴＢ等が会員企業となっている自動車旅行推進機構（カーたび機構）による「うごく！

日本＜生＞たびキャンペーン」と連携し、ドライブ情報、特典クーポンを掲載した＜生

＞たび本や＜生＞たびＷＥＢの作成・配布、プレゼント企画等に協力し、ドライブ旅行

客の誘致を推進。（１０月１日～１２月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生＞たび本      ＜生＞たびＷＥＢ 

 

○産業観光の推進 

愛知県、三重県と連携して産業観光施設におけるスタンプラリーを実施した。 

（７／１８～９／３０、県内参加施設数：７０施設） 
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■グリーン・ツーリズムの推進～岐阜県のグリーン・ツーリズムを全国に発信～ 

「都市と農村の交流」による、農山村地域の活性化を図るため、グリーン・ツーリズム

を推進した。 

○受入体制の整備 

・学校関係者を対象とした現地プロモーション活動を実施するなど、子ども農山漁村

交流プロジェクト（総務省・文科省・農水省連携）の受入体制を整備（郡上市、高

山市、東白川村、白川村）。 

・農家が運営し、農林漁業体験メニューの提供を行い、地域の農林水産物の食事を提

供する民宿などを登録する県独自制度「岐阜県農林漁業体験施設登録制度」（平成１

９年６月創設）に７２施設を登録。 

・取組団体のレベル向上を目的に研修会を開催（３月８～９日、３０名参加）。 

・農村と企業（都市住民）との交流、協働活動を推進する「ぎふ一村一企業パートナ

ーシップ運動」を一層推進するため、「ぎふ一村一企業パートナーシップ運動登録制

度」を創設（３月）し、新たに４団体（累計８団体）を登録。 

○情報発信の強化 

・企業や都市住民に対して農村情報を提供するメルマガ「ぎふの田舎へいこう！」通

信を毎月発刊（３月・２４号１，２１０部）。 

・岐阜県農林漁業体験施設をＰＲするため、当該施設利用者を対象に県産品プレゼン

トする「ぎふの田舎へいこう！」キャンペーンを実施（７～９月）。 

・冬期の新たな田舎体感企画の立案と実践を支援するとともに、これら企画に参加を

呼びかける「ぎふの田舎へいこう！キャンペーン 2009 in Winter」を実施。 

 

■小学生の農山漁村での長期宿泊体験の受入れ推進 

全国２万３千校の小学生１２０万人が、農山漁村で１週間程度の長期宿泊体験活動を行

うことを目指す、国の「子ども農山漁村交流プロジェクト」を推進した。 

○地域受入協議会の活動支援 

・ふるさと体験 飛騨高山（高山市／１９年３月設立） 

・郡上・田舎の学校（郡上市／２０年１月設立） 

・東白川長期宿泊体験協議会(東白川村／２１年４月設立) 

○学校関係者に対するプロモーション活動の実施 

・上記受入地域協議会の活動紹介と意見交換の場の設定（１回） 

○地域受入協議会の設立支援 

・白川郷まるごと体験協議会（白川村／２２年３月設立）       
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■「岐阜フィルムコミッション事業」の推進 

岐阜県の新たな地域資源の活用や観光交流につながるよう、映画やテレビ番組をはじめ

とする映像作品を支援する「フィルムコミッション事業」を推進。平成２１年度は、１８

作品の撮影を誘致した。 

＜誘致した主な作品＞ 

○「ゼロの焦点」（撮影日：４／８）［映画］ 

監 督：犬童一心          

      出 演：広末涼子・中谷美紀・木村多江 他 

      概 要：松本清張の長編推理小説の映画化 

      ロケ地：飛騨市古川町 

      公 開：１１月１４日公開 

○「さよなら夏休み」（撮影日：８／１９～９／２）［映画］ 

      出 演：緒方直人、立花美優、要潤、中山忍、古谷一行 他 

    概 要：郡上を舞台に少年の心の成長を描いたヒューマン・ドラマ 

ロケ地：郡上市八幡町等 

      公開日：平成２２年８月２１日公開 

 

■iPhone を活用した新たな観光スタイルの展開 

iPhone などスマートフォン上で作動するアプリケーションソフト「セカイカメラ」で閲

覧可能な、位置情報を付加した観光施設・飲食店等の情報（通称：エアタグ）を県下全域

に３，７１１件整備した。既にいくつかの市町村で観光イベント等への活用が図られてい

る。 

○主な活用事例：「クイズでおさんぽ」（高山市） 

「iPhone を活用した史跡巡り」（関ヶ原町） 

「謎解きクイズラリー」（岐阜市） 

 

■様々な広報媒体を活用した「飛騨・美濃じまん」の発信 

○テレビ  

・県政広報テレビ番組で、飛騨・美濃じまん運動の取り組みや、岐阜の宝もの・じま 

んの原石に選定されたものを紹介 

※岐阜放送 

「ぎふ・オンライン」5/1、5/8、5/22、6/12、8/28、9/18、1/22、2/12 

「ぎふ最前線」3/21 

○ラジオ 

     ・県政広報ラジオ番組で、飛騨・美濃じまん運動の取り組みや、岐阜の宝もの・じま 

んの原石に選定されたものを紹介 

「さよなら夏休み」撮影風景 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E6%B8%85%E5%BC%B5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8E%A8%E7%90%86%E5%B0%8F%E8%AA%AC
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   ※岐阜ＦＭ 

「GIFU インフォメーション」7/30、8/5、9/15、9/28、10/5、11/19、12/15 

    「ほっとぬくもり岐阜」4/4、6/6、6/20 

   ※岐阜ラジオ 

    「県政の窓」7/1、8/18、10/6 

○大手ショッピングサイトの楽天市場「まち楽」において、岐阜県の観光・物産情報等 

を発信（H21.1.16～） 

○フリーペーパー・雑誌等の刊行物 

  ・県内外の主要フリーペーパー（咲楽［岐阜・愛知県内の各地域版］7･8･10･11 月号、 

ぷらざ 8･11 月号、VIVO 夏号･冬号、GIFUTO 9 月号、きらら 4･1 月号、ゆこゆこ中部

版 4月号）、県内向け情報誌（OREILLE 9 月号）、中京圏向け情報誌（東海じゃらん 8

月号、時局 7 月号）、全国向け情報誌（日経 WOMAN 6 月号）、関西圏向け日刊紙（デ

イリースポーツ 5月 21日号）、全国向け業界紙（観光経済新聞 6月 19日号）等へ情

報提供し、記事として掲載 

○岐阜県メールマガジンにおいて、イベント・観光情報等を発信（毎月発行） 
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３ 飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト 
 

■観光・食・モノを一体化した、顔の見えるプロモーションの展開 

平成２１年度は、シンガポール、香港、タイ（バンコク）を重点国・地域に位置付け、

知事、副知事が現地に赴いて、現地旅行会社、航空会社、メディア関係者等に対してＰＲ

事業を行った。 

○シンガポール（横井副知事が渡航） 

・期間：平成２１年８月３１日(月)～９月３日(木) 

・内容：観光セミナー・商談会・交流会 開催（ホテル「ｽｲｿﾃﾙ･ｻﾞ･ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ」） 

現地主要旅行社・航空会社への個別プロモーション 

○香港・タイ（バンコク）（知事が渡航） 

・期間：平成２１年１１月１６日(月)～２０日(金) 

・内容：＜香港＞ 

・県産品フェア（農産物、地場産品販売）の開催（ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ「一
いっ

田
た

YATA」） 

・飛騨牛メニュー化レセプション開催（第３号飛騨牛推奨店ﾚｽﾄﾗﾝ「鮨
すし

雄
ゆう

」） 

＜タイ（バンコク）＞ 

・岐阜県レセプション開催（駐タイ日本国大使公邸） 

          ・岐阜県フェア（農産物販売）開催（高級百貨店「サイアム・パラゴン」） 

          ・観光セミナー・商談会・交流会 開催（ホテル「センタラ・グランド」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           岐阜県フェア（タイ・バンコク） 

 

■海外誘客戦略推進事業、国際観光対策事業の推進 

岐阜県の認知度を高め、海外から岐阜県への観光誘客を推進するため、国の「ビジット・

ジャパン・キャンペーン」（ＶＪＣ）や近隣県と連携しながら、台湾、中国、韓国、香港、
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タイ、シンガポール、フランス等を重点市場と位置付け、国別の市場特性に応じた誘客活

動を展開した。 

○第４回日中韓観光大臣会合の開催（国・中部地域連携） 

・閉幕晩餐会、県内観光資源視察の開催（県：１０月） 

○岐阜県観光セミナー・商談会の開催 

  ・シンガポール（県：９月） 

・タイ（県：１１月） 

○メディア・旅行業者の招聘 

  ・「Yokoso!Japan トラベルマートファムトリップ」（春１回。参加国：中国、香港、台

湾、韓国、タイ、シンガポール、インドネシア、マレーシア、オーストラリア、フラ

ンス イタリア、デンマーク、ロシア、カナダ）など 

○国際観光展等への出展 

・北京国際旅遊博覧会への出展（中国）（中部広域：６月） 

・台北国際旅行博への出展（台湾）（中部広域：１０月） 

  ・NATAS Holidays への出展（シンガポール）（県：８月、２月） 

  ・韓国国際観光展への出展（韓国）（中部広域：６月） 

  ・パリ国際観光博覧会への出展（フランス）（県：３月） 

 

■インターネットを活用した販路開拓の促進 

県内中小企業の販路拡大を図るため、平成２１年１１月に楽天(株)と包括連携協定を締

結し、インターネットを活用した国内外の市場開拓や売り上げ拡大に向けた取組を支援し

た。 

 

【Ｗｅｂ販路拡大セミナーの開催】 

○「インターネットを活用した販路拡大セミナー」 

・開催期間：平成２１年１１月 

・場  所：未来会館（岐阜市）ほか各圏域４会場 

・参 加 者：５会場合計 ３１９社３６３人 

・内  容：楽天スタッフからの販路拡大セミナーに加え、開催地近隣の楽天成功店 

舗の店長が体験を発表 

○「インターネットを活用した販路拡大セミナー＆パネルディスカッション」 

・開 催 日：平成２２年３月 

・場  所：長良川国際会議場（岐阜市） 

・参 加 者：約６１０名 

・内  容：楽天スタッフによる販路拡大セミナーに加え、楽天ショップ・オブ・ザ・ 

イヤー受賞店舗を含む成功店舗５名によるパネルディスカッションを実施 
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【Ｗｅｂ物産展等の開催】 

○「岐阜大物産展」の開催 

  ・開催期間：平成２１年１１月２５日～１２月２５日 

  ・参加店舗：３２品目２５店舗 

  ・参加店舗総売上：約７，３００万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○海外向け物産観光展「岐阜県クラフト観光展」の開催 

・開催期間：平成２２年２月２６日～３月２９日 

    ・ページ作成言語：日本語、中国語（簡体字・繁体字） 

・参加店舗：２７店舗（クラフト展）、１３施設（観光展） 

 

■アセアン地域への農産物等の輸出促進 

県産農産物の販売促進とブランド化を推進するため、岐阜県農林水産物輸出促進協議会

（※１）が中心となり、これまで取り組んできた香港に加え、平成２１年度から輸出先を

タイ、シンガポールへも拡大して、富有柿、飛騨牛を中心に農産物の輸出促進に関する取

組を実施。 

さらに、知事のトップセールスにより、現地の情報発信力の高い要人が集まるレセプシ

ョンでの県産農産物のＰＲや現地の百貨店における岐阜県フェアの開催を通じて、認知の

獲得や販路の開拓に対する取組を実施し、柿、飛騨牛ともに品質面で高い評価を得た。 

 

○平成２１年度の輸出実績 

  柿：輸出量９ｔ、販売店舗：香港４店舗、タイ２店舗、シンガポール１店舗 

  飛騨牛：輸出量３８６ｋｇ、飛騨牛海外推奨店（※２）：香港３店舗等 

（※１）岐阜県農林水産物輸出促進協議会とは、県農産物等の輸出促進を目的に平成１

６年に、県、農業団体、食品産業団体、ジェトロ岐阜等８団体により設置され

た団体のこと。 
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（※２）飛騨牛海外推奨店とは、飛騨牛の銘柄化を進めている飛騨牛銘柄推進協議会が

認定する海外で飛騨牛を取り扱う店舗のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔タイの岐阜県フェアでの富有柿ＰＲ〕 〔ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの観光交流会での飛騨牛ＰＲ〕 
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４ 県産品ブランド力向上プロジェクト 

 

■岐阜県ブランド戦略に基づく、チームの派遣等によるブランド化支援 

岐阜県ブランド戦略に基づき、ブランド構築に取り組む方々（中小企業者、生産者、組

合、生産振興会、商工会議所・商工会、市町村等）からの要請に応じ、関係部局が連携し

てチームを派遣し、個別具体的な支援を実施した。 

また、ブランド構築活動に関する各種相談への部局連携的な対応として、ワンストップ

サービス支援を実施した。 

○岐阜県ブランド戦略推進チーム 

＜派遣先＞ 

・キムチ日本一の都市おこし研究会（各務原キムチ）【１９年～】 

    派遣回数 １９年：３回、２０年：４回、２１年：１回 

・八百津町商工会（八百津のおやつ）【１９年～】 

    派遣回数 １９年：５回、２０年：５回、２１年：２回 

・荘川そば振興組合（荘川そば）【２０年～】 

    派遣回数 ２０年：３回、２１年：１回 

＜支援内容＞ 

ブランド化計画策定に向けた取組み支援、販路開拓に向けたＰＲ支援等。 

○ワンストップサービス 

＜相談対応＞ 

   １９年：４件、２０年：２件、21 年：７件 

＜支援内容＞ 

   国、県等による支援制度及びその効果的な活用方策の紹介等。 

 

■「飛騨・美濃すぐれもの」認定、販売促進 

優良な県産品を「飛騨・美濃すぐれもの」として認定し、県産品の看板商品として PR す

るとともに、百貨店催事やイベントへの出展など消費者と直結した販売戦略を展開した。 

○「飛騨・美濃すぐれもの」の募集、認定。 

平成２２年３月末現在認定数：１３３点（食品１２０点 非食品１３点） 

○販売、ＰＲ支援 

・県産品ＰＲ事業を活用し、百貨店・量販店等への出店支援。 

・楽天市場ショップへの出店支援。 

・楽天市場でのバナー広告支援。 

・飛騨・美濃すぐれものＰＲ冊子作成。 

・フリーマガジンタイアップ広告事業。 

「八百津のおやつ」栗ぃむ大福 
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・ＧＫプロジェクト（岐阜県－キリンビール共同プロジェクト）で活用ＰＲ。 

 

■「県産品愛用推進宣言の店」の指定 

県産品愛用による地産地消を推進するため、積極的に取り組む店舗の普及・活動を支援

するとともに、県民の県産品に対する理解と認識を深め、県産品の消費拡大を図った。 

＜平成２１年度の取組み＞  

  平成２２年３月末現在で、２４７店舗を指定 

 

■県産品の料理指定店・販売指定店を拡大促進 

飛騨牛、奥美濃古地鶏等の消費拡大のため、料理指定店・販売指定店を拡大。 

区分 
１７年３月 

（計画初年度） 

２２年３月 

 
増加数 

飛騨牛 料理指定店（Ｈ２～） １２５店舗 １６７店舗 ４２店舗 

販売指定店（Ｈ元～） ２１２店舗 ２０６店舗 ４６店舗 

奥美濃古地鶏 料理指定店（Ｈ６～） ４７店舗 ５３店舗 ６店舗 

販売指定店（Ｈ６～） ５５店舗 ５５店舗 ０店舗 

飛騨けんとん 

美濃けんとん 

料理指定店（Ｈ10～） １３店舗 ２５店舗 １２店舗 

販売指定店（Ｈ10～） ５３店舗 ５８店舗 ５店舗 

飛騨清流河ふぐ 取扱料理店（Ｈ12～） １０店舗 １２店舗 ２店舗 

 

  

■都内のセレクトショップと連携した県産品の販売強化 

県内モノづくり企業の商品開発力の向上や、首都圏における利益率の高い販路開拓をは

じめとする包括的な連携協力を進めるため、メイド・イン・ジャパン・プロジェクト（株）

との連携協力に関する協定を締結した。（平成２２年２月２４日） 

メイド・イン・ジャパン・プロジェクト（株）は、日本のモノづくり文化の継承と発展

を経営ビジョンに掲げ、首都圏のセレクトショップ運営、インターネット販売、モノづく

りコンサルタントなどの幅広い事業を通して、日本製商品の流通促進を手がける事業者で

ある。セレクトショップを運営する民間流通事業者と都道府県が包括的な連携協定を締結

するのは、全国でも初めてのことである。 
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■農産物トップブランドづくり 

○かき 

＜目的＞ 

「富有柿」最高の品質である「袋掛け富有柿」のトップブランド化により、岐阜柿全

体の生産拡大を進め、生産者の経営安定に結びつける。 

  ＜取組＞ 

「袋掛け富有柿」を厳選した「果宝柿」をトップブランドとして位置づけ、「果宝柿」

の生産拡大に向け、高品質果実生産のための栽培技術マニュアルを作成した。また、消

費宣伝資材（ポスター、幟）を作成し、各種イベント等においてＰＲを実施した。 

平成２１年産の柿は、梅雨明けの遅れや暖秋の影響を受け、果実糖度が低水準となり、

「果宝柿」の品質基準を満たした果実の販売は１８９個に止まった。 

 

 

 

 

 

 

 

                        果宝柿 

 

○くり 

＜目的＞ 

渋皮が剥きやすい特性を持つ新品種「ぽろたん」の作付拡大や大苗生産技術の開発を

通じて、県内くり産地の活性化を図る。 

  ＜取組＞ 

「岐阜県くり生産者大会」を開催し（平成２１年８月６日、山県市）、「ぽろたん」の

導入拡大とさらなる有利販売化に向けた技術研鑽・方策検討や産地間交流等を行った。 

また、県下各産地における「ぽろたん」苗木導入を支援（導入本数６３１本）すると

ともに、早期成園化並びに植栽労力低減を図るための大苗生産技術の確立に向け、中山

間農業研究所中津川支所にて調査研究に着手した。 

 

 ○宿儺かぼちゃ 

＜目的＞ 

「宿儺かぼちゃ」を、飛騨地域の、ほうれんそう、夏秋トマトに次ぐ第３の品目とし

て位置づけ、関係機関と連携して、生産組織の組織強化、生産技術の高度化、販路拡大

支援を進め、宿儺かぼちゃの産地化を図る。 
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  ＜取組＞ 

・産地化計画に基づき、地域の各関係機関連携による取組を実施した。 

・促成・抑制栽培技術を実証し、普及のため研修会を開催した。 

・販促ＰＲのため関東地区及び地元にて、バイヤー、観光客等を対象に試食会を開催

するとともに、県外の消費者に宿儺かぼちゃが栽培されている地域を理解してもら

うツアーを企画、実施した。 

 

■「ふるさとのじまん農産物」づくりの推進 

農業改良普及センターが、高度な専門力やコーディネート機能を発揮して、農家、市町

村、農協等に対し、ふるさとの「じまん農産物」づくりに向けた意識を醸成するとともに、

新品種・新技術の導入や生産から加工、流通、販売までを総合的に支援する普及活動を展

開。 

その結果、地域の振興品目（ふるさとのじまん農産物）や３ヶ年の振興方針等を定めた

「ふるさとのじまん農産物産地化計画」に基づき、新たな品目として、「アスパラガス」、「ブ

ルーベリー」、「春まちにんじん」などの定着化や「くり」、「円空サトイモ」などの栽培面

積が拡大されるなど「じまん農産物」による産地強化を図ることができた。 

 

■農業者による地域資源の掘り起こしを支援 

中山間地域の埋もれた資源、新しい品目を掘り起こし、新たな産地づくり、ブランドづ

くりを進めるため、県内の３つの協議会の取組に対し支援を行った。 

①濃山県にんにく振興協議会(山県市)  

にんにく農家の掘り起こし、にんにくの試験栽培を開始

するとともに、食品加工業者と連携し、にんにく加工品の

開発に向けた研究調査、試作品の開発を実施。 

 大手コンビニエンスストアと連携し「元気玉バーガー」 

等を商品化。 

②伊吹百草ブランド化推進協議会(揖斐川町) 

  よもぎの栽培農家の掘り起こし、加工に適したよもぎ栽培に関する研究調査、食品加

工業者と連携したよもぎの加工品試作開発を実施。  

③郡上地域ブランド開発推進協議会（郡上市） 

  加工向けイチゴ、にんじんの栽培研究の他、食品加工業者と連携

してイチゴ、にんじんを使った加工品の試作開発を実施。 
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■県産農産物等のＰＲ、販路拡大 

○地産地消フェアの開催、イメージアップ活動の推進など 

・県産農産物とその加工品を一堂に集めてＰＲする岐阜県農業フェスティバルを県庁

周辺で開催。（１０／２４～２５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県産農産物と県内の朝市・直売所を中京圏でＰＲするため「飛騨美濃ふれっしゅ直

行便」を名古屋市で開催。（金山総合駅イベント広場３回） 

・県産農産物等のイメージアップを図るためＴＶ番組等や県外でのイベントを通じて

ＰＲを実施。「プチ・クッキング」（ぎふチャン、中部電力提供）、「うまいの極み」（Ｃ

ＢＣテレビ、アサヒビール提供）、「月－金ラヂオ２時６時」（岐阜放送ラジオ、キリ

ンビール提供）、「匠な一品」（テレビ愛知） 

・「岐阜の宝ものフェア」開催：富山市（１０／３０～３１）、農林水産祭「実りのフ

ェスティバル」開催：東京都（１１／６～７） 

・農産物直売所の販売促進を図るため、研修会等を開催。 

○大消費地を対象としたイメージアップの推進 

○農業者等による大消費地での販売促進活動への支援を実施 

・農業団体の行う首都圏、関西圏、中京圏での新規販路開拓に向けた県産農産物等ＰＲ

や商談会などの開催を支援。【Ｈ２１実績：首都圏・関西圏・中京圏等の流通・飲食

業界関係者、消費者を対象に１１回実施】 

・農業団体の行う関西圏、中京圏、北陸圏の量販店での取扱数量拡大に向けた、県産農

産物フェア開催等を支援。【Ｈ２１実績：関西圏１７店舗、中京圏６６店舗】 

・農業者等が行う地域の特色ある農産物等のＰＲ、販路拡大に向けた取り組みを支援。

【Ｈ２１支援対象品目：飛騨高冷地野菜、飛騨美濃伝統野菜、春まちにんじん、ひる

がの高原大根、佐見大豆】 

・大都市圏の商談会等に出展し、農業者等によるＰＲを支援。【Ｈ２１実績：’０９食

博覧会・大阪（９団体が出展）、アグリフード EXPO2009（３団体が出展）、アグリフー

ド EXPO2010 大阪への出展（4団体が出展）】 
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○首都圏における県産農産物の販路拡大・ＰＲを実施。 

・食に関するインターネットサイトに加盟する首都圏の飲食店において、県産農産物を

使った料理メニューを開発するとともに消費者へ提供するキャンペーンを実施、 同

インターネットサイトにおいて県産農産物のＰＲを実施【Ｈ２１実績：首都圏の飲食

店１０店舗】 

 

■飛騨・美濃伝統野菜の認証、ＰＲ 

新たな地域ブランド農産物づくりをめざし、認証した「飛騨・美濃伝統野菜」２７品目

について、ＰＲパンフレットの作成・配布、イベント等での紹介などによりＰＲを行った。 

 

■農林漁業者等への専門家チーム派遣 

中山間地域等で農産加工や都市農山村交流などに取り組む農林漁業者等の組織に対し、

生産から販売、経営に至る専門家のチームを派遣し、多角的かつ総合的な支援を実施。 

○支援内容 

経営、商品開発・企画、販路開拓、マネージメント、生産・製造技術の専門家を派遣し、

現地指導・助言等を実施。 

○派遣先 

・七宗町山七味グループ（七宗町）･･･経営マネージメント 

・苗木クリーン農産物生産加工有限責任事業組合（中津川市）･･･ブルーベリー加工品開発 

・恵那の味・つたえ隊（恵那市）･･･加工品開発（地域食材・洋菓子） 

・尾崎レディース（下呂市）･･･組織マネージメント 

・久野川管理組合（下呂市）･･･施設マネージメント、経営マネージメント 

・有限責任事業組合さんまぜ工房（下呂市）･･･商品開発・デザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵那の味つたえ隊 
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■県産農産物を活用した新たな料理・菓子の開発と商品化 

県産農産物を使った新たな料理及び菓子のレシピコンクール（飛騨・美濃じまん料理・

菓子コンテスト）を実施し、県産農産物の活用について普及啓発するとともに、商品化に

向けて県内の外食及び食品製造事業者等にレシピを提供した。 

・応 募 数：１０５作品（料理部門：４０作品、菓子部門６５作品） 

・優秀作品のレシピ提供先：県内の食品関連事業者、ホテル・旅館、県と包括協定 

を締結しているコンビニ等 

 

■ぎふ清流国体・ぎふ清流大会時に全国の選手らをもてなす料理のコンテストを開催 

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会開催に向け、開催気運の高揚及び県産食材の地産地消の推

進を図るとともに、２０１２年に開催されるぎふ清流国体・ぎふ清流大会に全国から訪れ

る選手・監督等の大会参加者を「食」の面からも温かくおもてなしするため、岐阜県の食

材を用いたアイデア料理や自慢の家庭料理を募集し、「おもてなし料理コンテスト」を開催。 

優秀作品については、民泊家庭や旅館、ホテル等の宿泊施設で提供される献立の手引と

なる「標準献立レシピ集」（仮称）に掲載するなど広く周知する。 

平成２２年１月２３日（土）、岐阜女子大学において、第２次審査会（試食審査）を開催

し、応募作品４８９点の中から以下の通り最優秀賞（全部門で１点）、優秀賞（各部門で 1

点）を決定。 

        

      最優秀賞(おかずの部)          優秀賞(ごはんの部)  

「古地鶏の味噌焼き」          「よーい丼！！」 

      

      優秀賞(おかずの部)        優秀賞(おやつ・デザートの部) 

「奥美濃古地鶏のミルフィーユ」      「秋の味覚！恵那栗山」 
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■ぎふの味・伝承名人認定事業による県産品のＰＲ 

県内の調理技術に優れた調理師を対象に岐阜県産の「こだわり食材」を使用した料理コ

ンクールを開催し、優秀な成績を収めた２名を「ぎふの味・伝承名人」に認定した。コン

クールの食材に県産品を指定することにより素材のＰＲを行った。 

○平成２１年度ぎふの味・伝承名人認定コンクールの開催 

開催日：平成２１年８月２０日 

場 所：城南高等学校 

課 題：主材料は、岐阜県産のトマト、ほうれん草、大根、茄子のうち必ず２品以上 

使用すること。副材料として肉類を使用する場合は、県内産のものを使用す 

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ぎふ清流国体」に向けた地域ブランドの研究開発の推進 

平成２４年に開催される「ぎふ清流国体・清流大会」に向け、県内産業の活性化を図る

ため、新たな地域ブランド品の開発と実用化を目指す。 

平成２１年度には、「国体に向けた新たな産品開発研究シンポジウム」を開催して、国体に

関係する企業、農業者、市町村等を対象に成果を紹介した。 
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 目     標 平成２１年度の取組 
国体に彩りを
添える｢花き
新品種｣の育
成 

○新品種登録(平成23年度までに) 
・切り花：３品種 
岐阜県を代表するバラ、トルコギ
キョウ 

・鉢  花：１品種 
岐阜県が育成した新しい品目フラ
ンネルフラワーの新品種  

○フランネルフラワーの新品種
｢エンジェルスター」を育成 
(H22年1月出願公表済） 

○新品種の育成・選抜 
・トルコギキョウ｢ひだの雪姫｣の
色違い選抜系統を評価、現地実
証 

｢夏秋イチゴ｣
の高品質安定
生産技術の確
立 

○高温期における栽培管理技術の確
立 
・収量の向上及び安定化 
現状：１.５ｔ/10a 

→目標：２.５ｔ/10a 
○県オリジナル品種の育成 
・民間育成の主力品種と同等の品質
を有する新品種 

○高温期における栽培試験等を実
施 

○現地検討会、試験成績検討会を
通して技術・普及の支援 

○選抜した県オリジナルの１系統
を試作栽培 

早生｢甘カキ｣
の高品質安定
生産技術の確
立 

 

○「早秋」の結実・収量の安定 
・現状：150kg/10a 
→目標：1.5ｔ/10a 
○「太秋」の汚損果の発生抑制(収量
比) 

・現状：30～50%以上 
→目標：30%以下 

○生理落果発生対策（早秋） 
・適正な樹勢管理と人工授粉によ
る整理落果の軽減 

○雄花着花・汚損果発生対策（太
秋） 

・袋かけ栽培による汚損果の軽減 

大粒｢クリ｣の
新品種(ぽろ
たん)を使っ
た加工技術及
び病害虫果発
生抑制技術の
開発 

○新しい加工品及び加工技術の開発 
・和菓子・洋菓子等新しい加工品の
開発 

・一般家庭向け調理方法の検討（レ
シピの紹介、味覚を活かす加工法
の検討) 

○病害虫果の発生抑制（全収量比） 
・現状：30％ 
→目標：10％以下 

○菓子業者と連携した加工品の開
発 

・クリの形状及び素材の味を活か
した創作菓子を試作 

○ぽろたん用の傷入れハサミの開
発 

○生産規模の拡大 
1000株(250a分) 

 
県産豚肉の高
品質化技術の
確立 

○霜降り豚肉の開発 
・牛肉の「サシ」のような付加価値
化 
○ドリップロス低減技術の開発 
・店頭販売時のドリップロス低減 
  目標：現状の50％削減 
・開発飼料による飼養管理技術の確
立 

○霜降り豚肉を生産できる種豚群
として｢ボーノブラウン｣の開発 
 ・｢ボーノブラウン｣の精液を用い
た試験生産を実施 
○ドリップロス低減飼料の開発 
 ・開発飼料によるドリップロス低
減効 
   果を実証、飼料の配合組成を決
定 

カジカの養殖
技術の確立 

○採卵安定化・量産化技術の開発 
・国体時：60,000尾の供給 
○新たな地域特産品の育成 
・温泉旅館や料理店と連携した新し
い地域特産品の開発 

○特産品化を目指した新商品の開
発 

・カジカ養殖研究会との連携を実
施 

(下呂市、飛騨市の14個人・団体) 
○研究会会員向け生産用稚魚の供
給 

○簡易なカジカ養殖システムの開
発 
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ぎふ清流国体
に向けた新し
い陶磁器食器
の開発 

○環境負荷低減エコ食器の開発 
・廃食器配合(リサイクル)率の向上 
現状：20％ 

→目標：50％以上 
・焼成温度の低下 
→目標：1,150℃以下 
・温室効果ガス 従来比15％以上削
減 

○軽量強化磁器食器の開発 
・磁器食器特性の向上（既存品比） 
強度：既存品並、重量：20％軽量
化 

○廃食器粉末を高配合化したリサ
イクル素地特性の検討 

・リサイクル率50％の試作品を開
発 

・破損率を低減、強度を1.5倍に向
上 

○軽量強化磁器食器の試作品開発 
・既存品に比べ、約10％軽量化 
・既存品に比べて1.5倍強度を向上 

 

■ぎふの木で家づくりの推進 

 県産材の利用促進を図るため、住宅の構造材や内装材に一定量の県産材を使用した建築

主に対し、経費の一部を助成した。（平成２１年度実績：構造材補助２００棟、内装材補助

９０棟） 

 

■「ぎふ証明材」のブランド化推進 

平成１９年度から認証を始めた「ぎふ証明材（※）」の信頼性確保によるブランド力の強

化を図るため、有識者等で構成する「ぎふ証明材性能表示体制整備検討委員会」を設置し、

乾燥度合いや強さなどの品質・性能を表示する基準とそれを認証する新たな制度について

検討を行った。 

※ぎふ証明材：岐阜県産材であることに加えて、森林法などの法令に照らし合わせて適

正に伐採されたことを証明された木材。 
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５ まちづくり支援・移住定住推進プロジェクト 

 

■「まちづくり支援チーム」の派遣等による、まちづくり支援の推進 

ぎふまちづくり応援プラン（平成１９年３月策定）に基づき、地域主体で行われるまち

づくりに対する一元的な相談窓口「まちづくり総合窓口」を設置し、実際に現地に赴き各

地域の実情を伺いながらその地域に見合った支援策を住民の方々とともに考える「まちづ

くり支援チーム」を５地区に派遣した。そのうち、飛騨市宮川町種蔵及び下呂市馬瀬地区

は、自立した活動を継続的に行うことを期待して平成２２年３月に「元気なふるさと認定

証」を授与し、派遣を終了した。 

また、外部専門家などによる相談や調査を行う「まちづくりアドバイザー派遣」や、まち

づくり支援チームの派遣地域において、まちづくり活動を行う団体を対象とした「いきい

きまちづくり整備等補助金」を創設し、活動を支援した。 

【まちづくり支援チームの派遣】 

○揖斐川町谷汲門前地区（Ｈ１９年６月～） 

かつての、活気・にぎわいのある町を取り戻すため、門前町に相応しい街並みづくり

と交流人口の増加に資する様々な取組（イベント等）を支援した。 

＜２１年度派遣実績＞ 延べ２０回 

  ○飛騨市宮川町種蔵地区（Ｈ１９年６月～Ｈ２２年３月 派遣終了） 

古民家、板倉を移築改修した宿泊施設（Ｈ２１年４月開設）を地域で運営し、地域の

維持、活力の創出につなげていくことができるよう、宿泊施設の運営に関するアドバイ

スや広域的なＰＲ等を支援した。 

＜２１年度派遣実績＞ 延べ５回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宮川町種蔵地区＞ 
 
元気なふるさと認定式(H22.3.13) 
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  ○土岐市駄知地区（Ｈ２０年５月～） 

陶磁器産業を活用した産業観光、まちづくりを進め、交流人口の増加による地域経済

の活性化、陶磁器産業のブランド力向上を図るため、駄知地域産業活性化プランの策定

（Ｈ２１年１０月策定）及び案内看板の設置やイベント実施を支援した。 

＜２１年度派遣実績＞ 延べ１４回 

○下呂市馬瀬地区（Ｈ２０年５月～Ｈ２２年３月 派遣終了） 

日本一の鮎、美しい農村景観、清流馬瀬川、人気の高い温泉等豊富な地域資源を活用

して、地域に経済的な活力を生み出していくため、第２次馬瀬地方自然公園づくり計画

に基づくウォーキングコースの設定や誘客ＰＲを支援した。 

＜２１年度派遣実績＞ 延べ１９回 

○御嵩町御嶽宿地区（Ｈ２０年９月～） 

地域内の歴史資源である旧中山道御嶽宿、願興寺のほか、近隣のみたけの森、中山道

謡坂等の資源を活用しながらのまちなみ整備（景観整備のための住民主体の活動）、拠

点施設等の整備、誘客宣伝等など交流人口の増加に向けた取組を支援した。 

＜２１年度派遣実績＞ 延べ７回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくりアドバイザーの派遣】 

地域住民やＮＰＯ、任意団体等が、市町村と連携してまちづくりの推進に関する研修

会等を行う際に、外部有識者（専門家）をまちづくりアドバイザーとして派遣し、地域

が主体となった地域資源の発掘、評価、活用方策等について助言を行った。 

  ＜平成２１年度派遣実績＞ 延べ８回 

【いきいきまちづくり整備等補助金の交付】 

  まちづくり支援チームの派遣地域において活動を進める団体などが、地域資源を活用

し、自ら行った地域活性化に繋がる事業に要した経費を補助した。 

  ＜平成２１年度交付実績＞ １４件 ３２，２３２千円 

 

＜御嵩町御獄宿地区＞ 
住民による名鉄御嵩駅の修景 
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■移住・定住の推進 

観光による来訪をきっかけとし、本県の魅力を体験することにより、都会から人を呼び

寄せ、地域の振興を図ることを目的に、移住・定住推進事業を実施した。 

 ○情報発信機能の強化 

  ・移住・定住総合相談窓口の設置 

  ・東京・大阪・名古屋でのＰＲ 

   （東京４回、大阪３回、名古屋１回） 

  ・ふるさと体験モニターツアーの実施 

   （Ｈ２１年１０月２４日～２５日、郡上市・高山市） 

 ○岐阜県ファンクラブの設立 

  ・設立日：平成２１年７月１５日 

  ・会員数：２２２名（Ｈ２２年３月３１日現在） 

○岐阜県移住・定住推進会議の開催   

  ・日時：平成２２年２月１９日 

  ・参加：３３市町村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＪＲ岐阜駅周辺地域の誘客及び消費拡大 

JR 岐阜駅周辺の新しいにぎわい創出空間として、岐阜シティ・タワー４３などに開設し

た「EKI-Site43Gifu（エキサイト４３ギフ）」において、生活用品のセレクトショップや岐

阜のこだわりの味の販売等の他、季節感のある多彩のイベントを実施。 

 また、「まちの顔」である商店街や中心市街地の活性化、地域消費の拡大、岐阜の魅力の

再発見、地域内外の回遊性の向上目的として岐阜市街地回遊型イベント「あじな岐阜遊歩

祭２０１０」を開催しました。 

 

■空き店舗活用等による誘客 

高山の商店街の空き店舗を活用して開設した市街地回遊拠点「ひだっちカフェ・ひだっ

ちさるぼぼショップ・ひだっちグルメ工房・ひだっち獅子ギャラリー」を運営し、地元産

ふるさと体験モニターツアー 

(H21.10.24～25) 
ふるさと回帰フェア（大阪） 

(H21.10.24～25) 
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品を使った土産品や新キャラクター商品の販売、観光情報や飲食サービスの提供、ＩＴ技

術を使ったまちなか回遊型イベントを実施。 

 また、増加する外国人観光客のまちなかへの誘客及び消費の促進を目的とする「中心市

街地海外誘客受入事業」を実施し、１１商店街振興組合等の外国人観光客等の受入体制の

整備・充実を図る取組に対し支援しました。 

 

■iPhone アプリケーション開発拠点の確立 

近年市場拡大が進んでいる iPhone アプリケーションの開発人材の集積、交流や情報発信

を行うため、ソフトピアジャパン・ドリームコア内に拠点施設「DREAMCORE COLLECTIVE」（ド

リームコア・コレクティブ）を開設。アプリ開発講座「iPhone 塾」や情報交流会「モバイ

ルカフェ」の開催など様々な事業を展開することにより、国内には例のない iPhone アプリ

開発拠点としての地位を確立し、ソフトピアエリアの更なる魅力向上と賑わいの創出を図

った。 

＜平成２１年度実績＞ 

iPhone 塾     ２１講座開催、受講者延べ７９７名 

 モバイルカフェ １８回開催、参加者延べ５９９名 

 

■グリーン・ツーリズムの推進 ～岐阜県のグリーン・ツーリズムを全国に発信～<再掲> 

 

■民間団体による農山村定住・交流人口増加につながる取組を支援 

グリーン・ツーリズムなどを通じて、農村における交流人口、定住人口につながる新し

いビジネスモデルの確立を支援し、雇用の拡大と農村地域の定住化を促進。 

○支援内容 

農村の交流人口、定住人口の増加につながるビジネスモデルを民間団体に提案しても

らい、採用された企画の実践を委託。 

○実施団体 

・ぎふ農業協同組合(岐阜市)･･･特産品、農産加工品の開発、農業体験の実施 

・ＮＰＯ法人メタセコイアの森と仲間たち(郡上市)･･･農業体験、都市交流事業、農業

オペレーターの育成 

・ＮＰＯ法人山菜の里いび(揖斐川町)･･･農業体験、耕作放棄地再生 

・株式会社和仁農園(高山市)･･･都市交流、小中学生対象の環境調査、耕作放棄地解消 

・株式会社モールデック（各務原市）･･･ﾛｸﾞﾄﾚｰﾗｰﾊｳｽによる滞在型市民農園の提供 

 

■農林漁業者等への専門家チーム派遣 <再掲> 
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■棚田の保全と魅力のＰＲ 

棚田保全に対する意識向上を図るため、棚田の魅力や保全活動の必要性を普及し、都市

住民等に活動参加を促すなど棚田保全活動の推進、支援を実施。 

○普及啓発活動 

  ・「ぎふの棚田２１選」写真コンクール 

  ・「ぎふの棚田２１選」ＰＲ看板設置 

○棚田保全活動組織への支援 

  ・坂折棚田保存会（恵那市） 

  ・北山集落（八百津町） 

  ・滝町棚田保存会（高山市） 

  ・種蔵を守り育む会（飛騨市） 

 

■ぎふ水土里の魅力再発見 

豊かな生態系や美しい景観、農村固有の伝統文化など県内の農村にある魅力を再発見し、

広く県民の方々に知ってもらうと共に、多くの方が農地や農業用水等の地域資源に触れ、

県全体で元気で魅力ある農村づくりに取り組む運動を実施。 

○普及啓発活動 

  ・ぎふ水土里の展示会 

  ・ぎふ水土里の体験スタンプラリー  

○体験活動 

  ・農地・水・農村環境保全向上活動 

  ・ぎふ水土里の探検隊 

  ・田んぼの仲間生息環境保全活動 

  

■電線類地中化事業の推進 

都市災害の防止、安全で快適な歩行空間の確保、歴史的町並の保全等都市景観の向上を

図るため、引き続き道路上の電線等の地中化を推進した。 

＜無電柱化推進計画に基づく整備状況＞ 

・第１期（Ｓ６１～Ｈ ２）： ７．３０ｋｍ 

・第２期（Ｈ ３～Ｈ ６）： ７．６１ｋｍ 

・第３期（Ｈ ７～Ｈ１０）：１７．５１ｋｍ 

・第４期（Ｈ１１～Ｈ１５）：２２．１８ｋｍ 

・第５期（Ｈ１６～Ｈ２０）：１３．１４ｋｍ 

・第６期（Ｈ２１～Ｈ２５）： 現在作成中 

＜Ｈ２１年度県施工＞ 

・（国）１５８号 高山市名田町（安川通） 
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・（主）岐阜美山線 岐阜市山吹町 

・（主）岐阜関ヶ原線 岐阜市徹明通 

 

■中山道統一デザイン案内標識設置の促進、ＰＲ <再掲> 

    

■美しいひだ・みの景観づくりの推進 

地域の自然や歴史と調和した景観の保全を図るため、市町村の景観行政団体への移行、

景観計画の策定を支援するとともに、屋外広告物対策の推進、景観シンポジウムの開催等

を実施した。 

○県内景観行政団体：１４団体、景観計画：９市１村が策定(平成２２年３月末現在) 

○平成２１年度景観シンポジウム 

・日時：平成２１年１１月１７日（火） 

・場所：東美濃ふれあいセンター 歌舞伎ホール（中津川市） 

・内容：基調講演「景観とデザイン」、パネルディスカッションテーマ：「次世代に向け 

ての住民による新たな景観づくり」 

○屋外広告物対策の推進 

９月１０日の「屋外広告の日」にあわせて県下全市町村において一斉に違反広告物の

簡易除却及び街頭是正指導を実施。（平成２１年度除却件数：８８０件） 

 

 

 

 

 

 

 

■重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業等への支援 

国が選定した重要伝統的建造物群保存地区５地区について、当該市村の保存事業に関し

指導助言を行うとともに、修理・修景などの保存修理事業に対して補助を実施した。 

＜重要伝統的建造物群保存地区＞ 

 ・恵那市岩村町本通り伝統的建造物群保存地区 

  ・高山市三町伝統的建造物群地区 

・高山市下二之町大新町伝統的建造物群保存地区 

  ・美濃市美濃町伝統的建造物群保存地区 

  ・白川村荻町伝統的建造物群保存地区 

景観シンポジウム パネルディスカッション 
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６ 「ふるさとの誇り」づくりプロジェクト 

 

■ぎふ清流国体・ぎふ清流大会県民運動（ミナモ運動） 

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会の開催気運を盛り上げ、全国から訪れるたくさんの人々を

温かくお迎えし、思い出に残る大会とするための県民運動「ミナモ運動」を推進。 

＜「ミナモ運動推進計画」３つの分野 ６つの運動＞ 

３つの分野 ６つの運動 

おもてなし ①心をこめたおもてなしをしよう 
②ふるさとのじまんを発信
よう 

スポーツ・健康 ③ミナモと歌って踊ろう 
④スポーツを楽しもう、健康な体をつくろう 

美しい環境と清流 ⑤ふるさとの清流を守ろう 
⑥まちをきれいにし、花でかざろう 

＜主な活動事例＞ 

○おもてなし 

・おもてなし料理コンテスト 

・情報支援ボランティア等養成会議 

・民泊業務研修会 ほか 

○スポーツ・健康 

・ミナモグッズ商品化（ミナモ飴、Ｔシャツ、ネクタイ、キーホルダー等） 

・両大会に向けた新たな産品開発（花き新品種、夏秋イチゴ等） 

・幼稚園・保育所、小学校等でのミナモダンス・ミナモ体操の活用 

・開催競技の体験教室 

・ミナモダンス・ミナモ体操リーダー養成講習会（開催回数：６回 認定者：４５７人） 

・ミナモダンス・ミナモ体操出前教室（実施回数：２２０回） ほか 

○美しい環境と清流 

・競技会場となっている河川の清掃 

・競技会場の花かざり 

・競技会場の清掃活動 

・ぎふ清流国体・ぎふ清流大会推奨花の決定 ほか 

 

■清流環境教育の推進 

次代を担う子どもたちがふるさとの環境について関心を持ち、理解を深め、行動につな

げていけるよう、「水の探究」を重点テーマとした「こども環境博士コンクール」の開催、

学校に対する森・川・海の環境学習コーディネーターの派遣、地域特性を生かした「ぎふ

清流環境塾」の開催など、環境教育の充実を図った。 
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○こども環境博士コンクール  

小学生を対象に、夏休み期間中に行う環境に関する自主研究を募集し認定するコンク

ールを実施した。全３０作品の応募があり、１１名のこどもを環境博士に認定した。 

○森・川・海の環境学習コーディネーター派遣 

  環境学習の専門家を小中学校に派遣し、体験学習や年間指導計画についてアドバイス

等を行った。派遣を希望する学校の中から３校を選定し、延べ６回派遣した。 

○ぎふ清流環境塾 

  県内の圏域毎で、小中学校の児童生徒やその保護者等を対象とした環境塾を毎月第２

土曜日の「県民環境の日」を中心に延べ３６回実施した。 

 

■一万人県民による河川調査 

各自がもつ「感覚」を用いて身近な河川や水辺の様子について、においやゴミの量など

６つの項目を調べ、それらの状態を評価し、報告していただくよう県民に広く呼び掛けま

した。 

 自分たちでできる調査方法で地域の水辺を調べ評価することで、身近な水環境を見つめ

直すきっかけとなることを期待するものです。調査結果はＧＩＳマップにしてホームペー

ジに掲載しました。 

 

平成２１年度実績 

団体数 のべ人数 調査河川数 地点数 のべ地点数 

１３０ ６０６７ １７６ ３１１ ３６２ 

 

 大変きれい 

 きれい 

 少しきたない 

 大変きたない 
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■社会教育文化施設における企画展示 

ふるさとへの誇りと愛情を醸成するために、博物館、美術館において、岐阜県ゆかりの

テーマによる企画展示を実施した。 

○博物館 

  ・人、和して楽しむ～岐阜の文楽～（９／１５～１１／１５） 

  ・長良川のあるくらし～遺跡は語る～（１／５～２／１４） 

○美術館 

  ・岐阜・愛知・三重 三県立美術館協同企画 時代を創った日本画家たち（７／１１ 

～８／３０） 

  ・話題のアーティストを紹介するクロスアート２（１１／１０～１／２４） 

○ミュージアムひだ 

 ・「富山・岐阜」交流の日記念事業 飛騨の椅子展（９／２～６） 

 

■県立文化施設の無料開放 

「岐阜～ふるさとを学ぶ日（１１月３日文化の日）に、県立文化施設を無料開放すると

ともに教育普及活動を展開することで「ふるさと岐阜」への誇りと愛着を育んだ。 

  ・博物館、美術館、現代陶芸美術館、高山陣屋、ミュージアムひだ 

 

■岐阜県文芸祭における「飛騨美濃じまん部門」の実施 

岐阜県文芸祭に「飛騨美濃じまん部門」を設置し、ふるさと岐阜県の風景、生活、民族、

伝承、歴史上の人物など、岐阜県の自慢話や岐阜県の魅力を伝える作品を募集し、顕彰を

行った。 

  ・応募総数１６１点〈飛騨美濃じまん賞１０点 奨励賞８点 佳作５点〉 

 

■美しいひだ・みの景観づくりの推進 <再掲> 

 

■重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業等への支援＜再掲＞ 

 

■「ひだ・みの創作オペラ」への補助 

飛騨・美濃の特性を生かした誇りの持てるふるさと作りを推進するため、県内各地に伝

わる自然や歴史・昔話を題材に、地元の出演者、スタッフ、ボランティア等が一体となり

創作する県民参加型のオペラを開催した。 

 ・日時：平成２２年３月１３日(土)、１４日(日) 

 ・場所：各務原市 村国座 

・内容：埋もれ水の詩（うた）  
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＜参考資料＞ 

・ 平成２１年度の飛騨・美濃じまん運動の推進に向けた検討状況 

 

■飛騨・美濃の観光を考える委員会 

会長：須田寛 東海旅客鉄道(株)相談役 

   委員：交通、マスコミ、観光業界、市町村等で構成 

    第１回 日時 平成２１年１２月２１日 

        議題 ①平成２２年度「飛騨・美濃じまん運動」の展開について 

           同委員会の検討結果を、平成２２年度の「飛騨・美濃じまん運動」 

の展開や予算策定に反映させることにより、より実効性のあるも 

のとすることができた。 

   

■ 飛騨・美濃じまん地域会議 

  【岐阜圏域】 

（観光振興部会） 

第１回 日時 平成２１年４月２３日（木） 

       議題 ①岐阜圏域の観光の現状と課題の把握について 

②誘客につながる圏域の観光のあり方について 

第２回 日時 平成２１年７月１４日（火） 

       議題 ①岐阜圏域の観光資源を活用した誘客について 

          ②岐阜圏域じまん巡りについて 

第３回 日時 平成２１年１２月１７日（木） 

       議題 ①岐阜圏域のモデルコースの提案とガイドブックの作成について 

          ②「飛騨・美濃じまん岐阜地域会議」の構成員について 

 

【西濃圏域】 

（じまんの原石関係者連携会議） 

第１回 日時 平成２１年６月２２日（月） 

       議題 ①平成２１年度「飛騨・美濃じまん運動」について 

          ②「じまんの原石」関係者の今年度の主な取組について 

          ③西濃圏域「じまんの原石」育成事業（案）について 

          ④ＩＴを活用した情報発信（ブログ、動画、ＨＰ）について 

          ⑤西美濃（旧西濃１市５郡）の観光戦略について 

第１回 日時 平成２２年３月１２日（金） 
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       議題 ①西濃圏域「じまんの原石」等の育成支援について 

          ②「飛騨・美濃じまん運動」第２ステージの展開について 

 

【中濃圏域】 

第１回 日時 平成２１年７月１７日（金） 

       議題 ①岐阜の宝もの認定プロジェクトの今後の流れについて 

 

【東濃圏域】 

第１回 日時 平成２２年３月２４日（金） 

           議題 ①平成２２年度「飛騨・美濃じまん運動」の展開について 

                 ②東濃圏域における観光振興について 

                 ③平成２１年度観光レクリエーション動態調査について 
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・ みんなでづくろう観光王国飛騨・美濃条例 
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平成２２年度版 飛騨・美濃じまん白書 
～平成２１年度 飛騨・美濃じまん運動の進捗について～ 

 

岐阜県 観光交流推進局 

平成２３年３月  

 


